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　先月個人的に受け取ったメールのスパム率は87％だった．もっと多い人の話も聞く．ネッ

トワーク経由の陽な攻撃を含めて，“何とかならないか”というのが万人の思いだろう．今月

号の特集「情報セキュリティ研究開発の動向」はその関係の内容．村瀬一郎がエディタ．情

報セキュリティ体制を高度化するための「オールジャパン体制」（概念より）構築の試みだ

そうだ．攻撃プログラムレベル（ミクロ分析），定点観測や関連データベース（マクロ分析），

IPトレースバック等（対策技術），特定のセキュリティ事象に対する実証（ミクロとマクロの

融合），といった対策研究のほかに，安全なコード作成手法，プライバシ保護技術，など．

　報告「平成18年度論文賞の受賞論文紹介」は，平田圭二がエディタ．今年度から始めた企

画で，毎年選定されている論文賞の内容を受賞者ご自身に紹介していただくもの．今年度は

555編の対象論文の中から9編が選ばれ，総会の席上で表彰された．論文をより身近に感じ

てほしいという願いも込めている．

　「第17回世界コンピュータ将棋選手権報告」（伊藤毅志）は，5月に開かれた大会のレポー

ト．昨年は新登場のBonanzaが優勝をさらったが，今年はこれを含む四つ巴になったらしい．

また，将棋に関するソフトウェア技術も着実に進歩しているという．外野としては，“手の

意味”のコンピュータによる理解にも努力してほしいところである．

　「モバイル端末のためのユーザインタラクション技術（後編）－入力対話技術－」（旭敏之，

仙田修司，磯谷亮輔）は，テキスト入力のさまざまな方式の技術紹介．

　「国際担当の目から見た学会改革」（安信千津子）は“これからの情報処理学会”のシリー

ズ． 学協会をめぐる国際的な状況の紹介．IEEE-CSとBCSのスタッフ数にくらべて．．．の

後は書かれていなかった．

　「ディペンダブル情報社会へ」（坂井修一）も同じシリーズ．信頼性等を広く考えたディペ

ンダビリティを学会にあてはめて議論するユニークな内容．

　「Webサービスセキュリティの最新動向－WS-SecurityとWS-SX（WS-Secure Exchange）

関連仕様（2）」（佐藤史子）は“グリッドとSOAからみるWebサービス標準技術”のシリーズ．

例によって略号に富んだ記事であるが，サービス統合を行うBPELをセキュリティ面で支え

るレイヤの話．

　「深
・・
縁なる設計技術の革新を求めて－システムLSI設計技術研究会－」（坂主圭史）と「高

性能計算～システムと応用の良き仲人を目指して～」（朴泰祐）とは，“研究会千夜一夜”の

シリーズ．前者では，システムLSIに関する設計技術を中心とした活動により，企業関係者

の参加率が高いことが報告されている．後者は，HPC研究がもともとは数値解析に端を発し，

トータルシステムとしての性能追求を目指していることの紹介． 

　「研究開発と標準化」（棟上昭男）は“標準化よもやま話”のシリーズ．日本における標準

化活動の認知度の低さの指摘と，情報処理学会試行標準の紹介．

　「中学生が学会にやってきた」（兼宗進・久野靖）は，「情報処理学会はコンピュータのメ

ッカ」と信じて訪問してきた中学生との対話報告．修学旅行の研究の1つらしい．遅くとも

中学生レベルからの情報についての啓蒙の重要性が感じられる．（Skay）
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